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新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　
　

議
長 

田
中 

稔　

副
議
長 

藤
村
政
嗣

　

４
月
の
選
挙
で
当
選
し
た
新
し
い
議
員
に
よ
る
初
め
て
の
議
会
が
６
月
１
日
に
行
な
わ
れ
、
議

会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
田
中
稔
議
員
、
副
議
長
に
は
藤
村
政
嗣
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会

の
委
員
長
、
副
委
員
長
お
よ
び
委
員
の
選
任
、
さ
ら
に
、
一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員
の
選
出
も

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
重
要
課
題
が
山
積
す
る

中
で
議
長
、
副
議
長
に
就
任

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　

議
会
は
12
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
理
念
を
持
ち
、
自
ら

の
責
任
で
活
発
な
論
戦
を
す

す
め
て
、
平
生
町
の
将
来
を

見
い
出
し
て
い
く
こ
と
が
議

会
の
責
任
だ
と
考
え
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
発
言
は
町

民
の
意
見
の
代
弁
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
大
切
に
し

て
、
公
正
で
円
滑
な
議
会
運

営
を
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

就
任
の
挨
拶

藤村 政嗣　副議長 田中　稔　議長

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　

大
井　

哲
也

　

福
田　

洋
明

副
委
員
長

　

河
内
山
宏
充

委
員
長

　

渕
上　

正
博

　

平
岡　

正
一

　

田
中　
　

稔

産
業
文
教
常
任
委
員
会

　

河
藤　

泰
明

　

藤
村　

政
嗣

副
委
員
長

　

柳
井　

靖
雄

委
員
長

　

細
田
留
美
子

　

吉
國　
　

茂

　

岩
本
ひ
ろ
子

議
会
運
営
委
員
会

　

渕
上　

正
博

　

柳
井　

靖
雄

副
委
員
長

　

平
岡　

正
一

委
員
長

　

河
内
山
宏
充

　

福
田　

洋
明

　

細
田
留
美
子

臨
時
議
会
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一部事務組合

田 布 施 平 生 水 道 企 業 団 吉國　　茂　　渕上　正博　　河藤　泰明

熊 南 総 合 事 務 組 合 平岡　正一　　河内山宏充　　柳井　靖雄

周 東 環 境 衛 生 組 合 細田留美子　　大井　哲也

柳 井 地 区 広 域 消 防 組 合 藤村　政嗣

熊 南 地 域 休 日 診 療 施 設 組 合 河内山宏充　　岩本ひろ子

柳 井 地 域 広 域 水 道 企 業 団 柳井　靖雄

柳 井 地 区 広 域 事 務 組 合 田中　　稔

監査委員 福田　洋明

農業委員 平岡　正一　　細田留美子

地
方
債
残
高
１
３
５
・
３
億
円

　

平
成
19
年
第
４
回
平
生
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
18
日
か
ら
８
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
１
件
、
事
件
２
件
、
同
意
２
件
の
５
件
と
、
議
員
提
出
議
案
１
件
の
計
６
件
で
す
。

議
案
は
全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
新
人
議
員
を
含
む
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
の
諸
課
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
町
議
会
議
員
選

挙
後
、
初
め
て
の
議
会
で
町

と
し
て
の
考
え
方
を
次
の
よ

う
に
述
べ
ま
し
た
。

　

市
町
合
併
に
対
す
る
町
の

基
本
的
ス
タ
ン
ス
と
し
て

は
、
合
併
新
法
の
期
限
で
あ

る
平
成
21
年
度
ま
で
に
、
県

の
示
し
た
枠
組
み
の
中
で
、

当
面
は
熊
毛
郡
３
町
の
共
同

歩
調
の
礎
を
構
築
し
、
こ
の

地
域
の
大
同
団
結
に
向
け
て

精
力
的
に
推
進
を
は
か
っ
て

い
き
ま
す
。

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

17
年
度
決
算
に
お
け
る
実
質

公
債
費
比
率
は
17
・
６
％
で

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
18
％
の
ぎ

り
ぎ
り
の
位
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
方
債
残
高
は
、
一

般
会
計
で
73
・
９
億
円
、
特

別
会
計
を
含
め
全
会
計
で
は

１
３
５
・
３
億
円
と
い
う
状

況
に
あ
り
、
財
政
指
標
的
に

は
硬
直
化
が
現
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
財
政
運
営
に
は
注

意
し
な
が
ら
当
っ
て
い
る
た

め
、
地
方
交
付
税
の
代
替
措

置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

を
含
め
て
も
一
般
会
計
に
お

け
る
残
高
は
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
行
財

政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
歳
入
の
確
保
、
特
に
税

源
委
譲
に
伴
う
徴
収
額
の
膨

張
に
対
す
る
取
り
組
み
の
強

化
と
新
規
財
源
の
確
保
を
は

か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の

有
効
利
用
、
国
際
貿
易
港
の

背
後
地
で
あ
る
阿
多
田
地
区

の
国
有
地
の
有
効
利
用
な
ど

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を

重
視
し
て
い
き
ま
す
。

定
例
会
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委員会審査報告
総
務
厚
生

常
任
委
員
会

産
業
文
教

常
任
委
員
会

　

６
月
20
日
に
開
か
れ
、
付

託
議
案
２
件
は
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
は
、
平
生
町

課
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
で
、
平
成
19
年
７
月

１
日
か
ら
副
町
長
の
設
置
に

よ
り
、
平
成
17
年
２
月
か
ら

設
置
し
て
い
る
政
策
調
整
室

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
２
号
は
、
財
産
の

無
償
譲
渡
に
つ
い
て
で
、
般

若
寺
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

を
無
償
に
て
譲
渡
す
る
も
の

で
す
。

　

６
月
21
日
に
開
か
れ
、
付

託
議
案
１
件
は
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
３
号
は
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
で

公
共
下
水
道
の
地
域
拡
大
の

た
め
、
宇
佐
木
地
区
の
国
道

１
８
８
号
線
の
車
道
敷
に
お

い
て
、
高
須
交
差
点
か
ら
田

布
路
木
方
面
へ
、
汚
水
幹
線

管
渠
、
約
３
９
６
ｍ
を
敷
設

す
る
も
の
で
す
。

副
町
長
、
監
査
委
員

　
　
の
選
任
に
同
意

副
町
長　

佐
竹
秀
道
氏

監
査
委
員　

福
田
洋
明
氏

　

平
生
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
に
基
づ
き
、

副
町
長
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

副
町
長
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
の
中
で
、
持

続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
は
か
る
た
め
、
行

財
政
改
革
を
進
め
、
企
業
誘
致
な
ど
の
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
発
揮
す
る
た
め
に
お
く
も
の
で
す
。

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
任
期
は
平
成
19
年
５
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
福
田
洋
明

議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。福田 洋明  監査委員 佐竹 秀道  副町長

閉会中の所管事務等の調査項目

委
員
会
名

調
査
項
目

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

１
．
地
域
振
興
に
つ
い
て

２
．
行
財
政
改
革
に
つ
い

て

３
．
市
町
合
併
に
つ
い
て

４
．
税
の
徴
収
対
策
に
つ

い
て

５
．
高
齢
者
・
障
害
者
医

療
福
祉
に
つ
い
て

６
．
少
子
化
対
策
に
つ
い

て

７
．
環
境
問
題
に
つ
い
て

産
業
文
教
常
任
委
員
会

１
．
農
林
水
産
業
振
興
に

つ
い
て

２
．
観
光
振
興
に
つ
い
て

３
．
下
水
道
事
業
に
つ
い

て

４
．
建
設
事
業
に
つ
い
て

５
．
教
育
施
設
の
充
実
に

つ
い
て

６
．
学
校
施
設
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

　

こ
の
６
月
定
例
会
会
期
中
の
常
任
委
員
会
で
、
そ
れ

ぞ
れ
調
査
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
議
決
に
よ
り
閉
会
中
も
そ
れ
ぞ
れ

所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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急がれる県道の拡幅（水場地域）

質　

県
道
光
上
関
線
水
場
地
区
の
拡
幅
計
画
は

答　

状
況
を
見
な
が
ら
要
望
し
て
い
く

吉國　茂　議員

質
問

　

田
布
施
町
か
ら
南
周
防
大

橋
を
渡
っ
て
く
る
と
、
上
関

方
面
は
阿
多
田
地
区
開
発
地

域
が
あ
り
、
左
側
に
は
工
業

団
地
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
県
道
光
上
関
線

水
場
地
区
は
、
昔
の
ま
ま
の

県
道
で
狭
隘
で
あ
る
。

　

あ
る
企
業
の
方
が
阿
多
田

地
区
輸
出
バ
ー
ス
を
見
に
来

ら
れ
「
輸
出
バ
ー
ス
に
備
え

付
け
の
ク
レ
ー
ン
が
な
い
」

「
ト
レ
ー
ラ
ー
が
通
る
と
、

ち
ょ
っ
と
県
道
が
狭
い
」「
周

辺
地
区
の
輸
出
バ
ー
ス
と
比

べ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と

言
わ
れ
た
と
聞
く
。

質　安心安全なまちづくりについて

答　救急診療所の開設に取り組む

いっぱん質問

　

阿
多
田
地
区
に
企
業
誘
致

す
る
に
は
県
道
拡
幅
が
必
要

で
あ
る
の
で
、
県
に
も
強
く

要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

町
長

　

水
場
地
域
に
お
け
る
県
道

は
、
生
活
道
路
と
し
て
も
産

業
活
動
に
お
い
て
も
大
変
重

要
な
路
線
で
あ
る
。

　

現
在
、
阿
多
田
、
平
生
港

に
入
る
県
道
の
改
良
工
事
を

行
っ
て
い
る
が
、
改
め
て
全

体
の
改
良
工
事
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。

　

県
の
状
況
も
見
計
ら
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
お
願
い
し

て
い
く
。

河藤泰明　議員

質
問

　

小
児
科
医
療
体
制
と
高
齢

者
の
健
康
増
進
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

再
質
問

　

町
民
に
対
し
、
小
児
科
医

療
の
現
状
や
問
題
点
、
介
護

予
防
へ
の
取
り
組
み
の
理
解

で
き
る
環
境
づ
く
り
は
ど
う

す
る
の
か
。

要
望

　

子
供
た
ち
は
、
私
た
ち
の

宝
で
あ
り
、
お
年
寄
り
は
私

た
ち
の
財
産
で
あ
る
。
財
政

や
市
町
合
併
な
ど
と
同
様
に

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

職
員
の
接
遇
に
つ
い
て
。

答
弁　

町
長

　

小
児
科
医
療
に
つ
い
て
は
、

休
日
、
夜
間
の
救
急
診
療
所

の
開
設
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
つ

い
て
は
、社
協
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
、
筋
力
向

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
健
康

ほ
か
ほ
か
体
操
教
室
を
、
年

８
回
実
施
し
て
い
る
。

再
答
弁　

町
長

　

適
正
な
受
診
に
つ
い
て
の

啓
発
を
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

広
報
や
お
知
ら
せ
版
な
ど
を

通
じ
て
や
っ
て
い
く
。

大切にしたい子どもの笑顔
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質　

上
関
原
発
建
設
で
町
民
の
生
活
と
安
全
は
ど
う
守
る
か

答　

町
民
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て
い
く

渕上正博　議員

質
問

　

全
国
の
電
力
会
社
で
は
、

ト
ラ
ブ
ル
隠
し
が
横
行
し
て

い
る
。
中
で
も
原
発
の
ト
ラ

ブ
ル
隠
し
は
97
件
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
こ
の
中
で
３
件
は

臨
界
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。

　

安
全
よ
り
利
益
を
優
先
す

る
企
業
体
質
の
中
で
上
関
に

原
発
は
建
設
さ
せ
ら
れ
な
い

と
思
う
が
、
上
関
に
原
発
が

建
設
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
町

民
の
生
活
と
安
全
は
ど
う
守

る
の
か
。

質　子どもの読書環境の整備は

答　関係機関との密接な連携をとっていく

答
弁　

町
長

　

原
子
力
発
電
所
立
地
で
、

町
民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ

細田留美子　議員

質
問

　

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
現

状
と
課
題
の
取
組
を
聞
く
。

１
．
図
書
館
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
取
ら
れ
て
い
る

か
。

２
．
学
校
司
書
の
活
動
は
。

３
．
策
定
中
の
「
平
生
町

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
の
ね
ら
い
や
方
針
は
。

答
弁　

教
育
長

１
．
他
市
町
お
よ
び
県
立
の

図
書
館
、
学
校
と
の
密
接

な
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

２
．
図
書
の
担
当
に
な
っ
た

教
諭
が
全
体
計
画
の
立
案

と
実
践
を
し
て
い
る
。

３
．
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
町
民
参
加
型
の

促
進
や
関
係
機
関
と
連
携
、

協
働
し
た
読
書
活
動
の
推

進
を
は
か
り
た
い
。

て
い
く
と
い
う
立
場
か
ら
、

町
と
し
て
や
れ
る
具
体
的
な

対
処
方
針
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
国
民
保
護
計
画
の
関

連
と
な
る
。

再
質
問

　

日
本
共
産
党
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
建
設
反
対
が
60
％
、

賛
成
が
14
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
町
民
の
意
見
を
ど
う

思
う
か
。

再
答
弁　

町
長

　

町
民
も
、
安
全
性
の
問
題

に
つ
い
て
は
特
に
関
心
が
高

い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
も
踏
ま

え
な
が
ら
安
全
の
確
保
に
つ

い
て
町
と
し
て
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　

町
営
住
宅
の
整
備
計
画
は
。

再
質
問

　

忙
し
い
司
書
教
諭
へ
の
対

応
と
町
内
関
係
者
の
集
ま
り

の
場
の
確
保
は
で
き
な
い
か
。

　

推
進
計
画
の
策
定
委
員
へ

充
分
な
情
報
の
提
供
は
さ
れ

て
い
る
か
。

再
答
弁　

教
育
長

　

夏
休
み
な
ど
利
用
し
て
、

本
の
整
理
な
ど
を
多
く
の
教

諭
の
協
力
を
得
て
い
る
。

　

情
報
提
供
は
し
て
い
く
。

要
望

　

子
ど
も
達
の
本
好
き
な
芽

を
育
て
る
よ
う
、
よ
り
一
層

の
環
境
整
備
を
は
か
っ
た
推

進
計
画
を
作
っ
て
欲
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

地
域
自
治
協
議
会
は
作
れ

な
い
か
。

試掘調査中の田ノ浦海岸

本好きな子どもに育ってね
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質　

長
期
的
に
見
た
町
財
政
は

答　

財
政
再
建
に
努
力
す
る

藤村政嗣　議員

質
問

１
．
平
生
町
内
に
、
65
才
以

上
の
高
齢
者
が
半
数
を
超

え
共
同
体
の
維
持
が
困
難

に
な
る
「
限
界
集
落
」
が

存
在
す
る
か
。

２
．
昨
年
の
春
か
ら
国
が
各

自
治
体
に
求
め
て
い
る
災

害
時
の
要
援
護
者
リ
ス
ト

は
出
来
て
い
る
か
。

質　高齢者の安心・安全対策は

答　リストの整備に取り組む

答
弁　

町
長

１
．
65
歳
以
上
の
人
口
比

率
が
50
％
以
上
の
区
域
が
、

11
あ
る
。

　
（
大
野
地
区
5
、
曽
根
地

区
1
、
佐
賀
地
区
5
）

２
．
民
生
委
員
は
把
握
し
て

い
る
が
、
リ
ス
ト
の
整
備

田中　稔　議員

質
問

　

今
後
20
～
30
年
と
い
う

長
期
ス
パ
ン
で
の
少
子
高
齢

化
の
進
行
は
、
町
財
政
に
深

刻
な
打
撃
と
な
っ
て
来
る
。

２
０
０
７
年
と
２
０
３
０
年

に
お
け
る
労
働
人
口
の
比
率

は
19
％
減
、
逆
に
高
齢
者
人

口
は
30
％
の
増
と
試
算
さ
れ

る
。

　

直
接
的
に
影
響
を
受
け
る

の
が
高
齢
者
医
療
と
介
護
保

険
で
、
町
民
お
よ
び
町
の
一

般
会
計
に
も
大
き
な
負
担
増

と
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

た
だ
で
さ
え
苦
し
い
町
の

財
政
を
ど
う
す
る
の
か
、
町

長
の
骨
太
の
方
針
を
聞
く
。

答
弁　

町
長

　

今
後
、
財
政
が
成
り
立
た

な
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
に
共
通
し
て
い
る
。
国

も
制
度
の
見
直
し
を
目
ま
ぐ

る
し
く
行
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
の
中
で
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
中
期
展

望
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
位

再
質
問

　

地
域
で
の
実
動
部
隊
と
な

る
自
治
会
長
へ
の
情
報
提
供

は
可
能
か
。

再
答
弁　

町
長

　

行
政
か
ら
直
接
自
治
会
長

に
情
報
を
流
し
て
良
い
場

合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
が

あ
る
。
十
分
配
慮
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
課
題
だ
ろ
う
と

思
う
。

再
質
問

　

中
長
期
の
財
政
に
つ
い
て

は
、
国
の
交
付
税
な
ど
の

不
確
定
要
素
は
あ
る
も
の
の
、

一
定
の
青
写
真
は
必
要
で
あ

る
と
思
う
。

　

そ
の
展
望
を
も
と
に
町
民

に
わ
か
り
や
す
く
周
知
し
て

い
け
な
い
か
。

再
答
弁　

町
長

　

広
報
な
ど
で
、
で
き
る
だ

け
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
説

明
し
て
い
き
た
い
。

は
し
て
い
な
い
。

　
　

で
き
る
だ
け
早
く
整
備

を
行
っ
て
、
有
効
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

だ
。
18
年
度
か
ら
導
入
し
た

行
政
評
価
制
度
、
検
討
中
の

都
市
計
画
税
等
を
含
め
て
財

政
再
建
が
可
能
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　

市
町
合
併
に
つ
い
て
。

要
望

　

現
時
点
で
の
わ
か
り
う
る

情
報
で
、
中
長
期
の
財
政
状

況
を
試
算
し
て
ほ
し
い
。

平成 19 年度 平生町行政協力員会議
（平生地区）

そ
の
他
の
質
問

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
。
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▼
田
畑
の
緑
が
一
日
毎
に
濃

く
な
り
、
夏
野
菜
が
お
い
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。　

　

新
鮮
な
地
場
の
野
菜
を

使
っ
た
料
理
は
身
も
心
も
元

気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
明
日

を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に

も
食
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。

▼
さ
て
、
新
し
い
構
成
に

な
っ
て
初
め
て
の
議
会
だ
よ

り
を
お
届
け
し
ま
す
。
予
算

の
関
係
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
は

な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
身
は

充
実
し
た
も
の
に
さ
せ
よ
う

と
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。

▼
例
年
６
月
は
議
案
の
少
な

い
議
会
で
す
が
、
各
委
員
会

で
は
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
議
会
は
決
算
認
定
も

あ
り
、
前
年
度
の
予
算
が
無

駄
な
く
適
正
に
使
わ
れ
て
い

る
か
審
議
し
ま
す
。

　

そ
の
他
補
正
予
算
な
ど
多

く
の
議
案
が
提
案
さ
れ
る
予

定
で
す
。

▼
委
員
会
の
審
議
で
は
活
発

な
質
疑
の
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍

聴
に
お
越
し
下
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

細
田
留
美
子　

編
集
後
記

・平生町議会だよりは、再生紙を使用しています。

原 稿 募 集

議
会
の
こ
と
、
我
が
町
自
慢
、

　

つ
れ
づ
れ
に
思
う
こ
と
何
で
も
結
構
で
す
。

　

字　

数　

４
０
０
字
以
内

　

締
切
日　

平
成
19
年
９
月
28
日

　

提
出
先　

平
生
町
役
場
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
担
当
者
係

紙
面
の
都
合
で
一
部
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

掲
載
文
に
は
薄
謝
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

議会の動き

５
月
21
日

　

第
２
回
臨
時
議
会

　

議
会
全
員
協
議
会

　

議
員
懇
談
会

５
月
22
日

　

中
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

会
長
・
事
務
局
長
会
議

５
月
22
日
↓
23
日

　

第
32
回
町
村
議
会
議
長
研
修

会
５
月
23
日

　

平
成
19
年
度
第
１
回
平
生
町

土
地
開
発
公
社
理
事
会

（
Ｈ
19
・
５
／
21
～
19
・
６
／
17
）

議会広報広聴調査特別委員会

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

新
人
議
員
３
人
を
含
ん
だ

私
達
６
人
が
今
回
か
ら
の

﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
を
担
当
し

ま
す
。

　

気
軽
に
手
に
取
っ
て
も
ら

い
、
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
頑
張
り

ま
す
。

　

投
稿
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
今
後
２
年
間

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

河
藤　

泰
明

　

岩
本
ひ
ろ
子

副
委
員
長

　

藤
村　

政
嗣

委
員
長

　

細
田
留
美
子

　

渕
上　

正
博

　

大
井　

哲
也

　

第
17
回
柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会

５
月
24
日

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会
５
月
25
日

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道

府
県
会
長
会
及
び
関
連
会
議

５
月
28
日

　

平
成
19
年
柳
井
地
区
広
域
事

務
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会

５
月
29
日

　

町
戦
没
者
追
悼
式

６
月
１
日

　

第
３
回
臨
時
議
会

　

議
会
全
員
協
議
会

　

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委

員
会

６
月
５
日

　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
８
日

　

議
会
全
員
協
議
会


